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龍谷寺 曹洞宗大本山線持寺参拝団募集のお知らせ

今秋、H月 25日 (日 )、 26日 (月 )の 1泊 2日 、龍谷寺檀信徒の皆さまを対象に国際的な禅の

「     憑珀[量
れて周囲には老杉が茂り、霊気が満ち溢れるお寺です。
‐ぉ中し込みはヽ 同封の申込書に記入し、お盆に持ってきて

くださるか(電話でも受け付けます。よろしくお願い致します。
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見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

龍
谷
す
幸
入
せ
戌
口
隆
真

大本山練1持寺

第 24号

暑
ヤ
御

道
元
禅
肛
か
ら
の
メ
ッ
セ

今
年
の
夏
、
呉
々
も
ご
自

―
ジ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
自

然

の
め
ぐ

み

米
も
野
菜
も
い
の
ち
で
す

肉
も
魚
も
い
の
ち
で
す

こ
れ
ら
の
い
の
ち
の
お
か
げ
で

私
た
ち
の
い
の
ち
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

「
い
た
だ
き
ま
す
」
、
マ
」
ち
そ
う
さ
ま
」

尊
い
い
の
ち
に
感
謝
し
て
　
　

　
　

　

・

食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
ま
つ
　
　
　
　
一

仏

心

の
め
ざ

め
　

　

　

　

　

一一

仏
心
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
も
　
　
　
一

世
の
た
め
人
の
た
め
に

つ
く
そ
う
と
い
つ
心
に
他
な
り
ま
せ
ん

自
分
を
中
心
と
す
る
か
ら
苦
し
む
の
で
す

仏
心
に
め
ざ
め
れ
ば

苦
労
も
生
き
甲
斐
に
変
わ
る
の
で
す
　
一一一

「道
元
禅
師
か
うヽ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
慕
古
心
（も
こ
し
ん
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

企
画
・制
作
畠
興修
　
大
本
山

永
平
寺
（平
成
２０
キ
）
か
ら
引
用

大雄山最乗寺
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鋏 ‐躙

寺
族
通
信
教
育
研
修
会

曹
洞
宗
宗
務
庁
で
開
催

第
２
回
寺
族
通
信
教
育
研
修
会
が
昨
年
Ｈ
月
１５
～

‐７
日
、
線
持
寺
の
曹
洞
宗
宗
務
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
仏
縁
あ
っ
て
、
お
寺
に
嫁
が
れ
た
方
や

寺
族
の
方
が
お
寺
で
生
活
す
る
心
構
え
や
仏
教
の
教
え

を
学
ぶ
も
の
で
す
。

曹
洞
宗
で
は
、
）⊂
れ
ま
で
「人
び
と
の
こ
こ
ろ
に
向
き
合

う
た
め
に
」
と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
延
べ
１
万
人

以
上
の
僧
侶
、
土寸
族
の
方
々
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
土寸
族

と
い
う
の
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
か
ら
、

宗
務
庁
で
は
寺
族
通
信
教
育
を
開
講
し
て
、
仏
教
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、
さ
ら
に
仏
教
の
認
識
を

深
め
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、
ま
た
テ
ー
マ
を

与
え
て
リ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
寺
族
の
た
め
の

教
育
機
関
を
作
っ
て
い
ま
す
。

成
田
隆
真
住
職
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
４７
人
の
寺

族
の
方
々
と
話
し
合
い
、
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
、
仏
縁

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

鱚
駒
澤
大
学
学
位
記
授
与
式
で
管
長
賞
授
与

平
成

２９
年
度
駒
澤
大
学
の
学
位
記
授
与
式

（
卒
業
式
）
が
今
年

３
月

２３
日
、

２４
日
の
両
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
に
は
、
大
学
院
生

７‐
人
、

学
部
卒
業
生

３
３
２
１
人
、
計

３
３
９
２
人
が
参
加
。
池
田
魯
参
総
長

が
卒
業
生
、
修
了
の
方
た
ち
に
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
成

側
隆
真
住
職
が

管
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

成人
田

哲
員

私
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
将
来
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ

か
ら
「お
寺
の
跡
取
り
」
と
し
て
周
り
の
人
た
ち
か
ら
見
ら
れ
、
友
人

か
ら
「将
来
が
決
ま
っ
て
い
て
か
わ
い
そ
う
」
「本
当
に
お
坊
さ
ん
に
な

る
の
？
こ
と
将
来
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
良
く
な
い
こ
と
の
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
土寸
の
行
事
に
頻

繁
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
寺
の
行
事
に
も
出
ず
、
寺
か

ら
遠
ざ
か
る
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
生
に
な
り
、
約

１０
年
ぶ
り
に
寺
の
行
事
に
参
加
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
何
年
も
会
っ
て
い
な
い
近
所
の
お
坊
さ
ん

に
挨
拶
を
し
た
り
、
檀
家
さ
ん
に
挨
拶
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
中
に
は

自
分
の
成
長
し
た
姿
を
見
て
、
泣

い
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
も
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
自
分
の
居
場
所
は
龍
谷
寺
で
、
フＬ
の
お
寺
を
守
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
、
初
め
て
自
分
の
中
で
、
修
行
を

す
る
覚
悟
を
決
め
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

数
年
後
の
今
、
私
は
こ
の
大
本
山
線
持
寺
に
て
、
修
行
し
て
い
ま

す
。
本
山
に
安
居
し
て
、
よ
く
「我
逢
人
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は
、
絶
持
寺
貫
首
江
川
禅
師

様
の
好
き
な
言
葉
の
１
つ
で
す
。

「我
逢
人
」
と
は
、
人
と
会
う
こ
と
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る
と
い
う

意
味
で
、
人
と
の
出
会

い
の
尊
さ
を
３
文
字
で
表
し
た
言
葉
で
す
。

今
思
え
ば
、
私
が
こ
の
道
で
生
き
て
い
く
覚
悟
が
決
ま
っ
た
の
は
、
あ

の
時
の
再
会
で
し
た
。
人
と
の
出
会
い
は
、
何
か
を
生
み
出
す
、
人
と
の

出
会
い
は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
身
を
持
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

人
間
は
１
人
で
は
成
長
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
に
会
い
、
自
分

を
客
観
的
に
見
て
、
初
め
て
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
か
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。
人
生
で
は
必
ず
良
い
出
会
い
や
嫌
な
出
会
い
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
全
て
の
出
会
い
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
仏
道
修
行
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

平成29年度第2回寺族通信教育研修会■平1成2,年■月11轟
～
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期間:8月 H日 (土)～ 15日 (水)

金額:2,500円 (花一対・税込み)

お参りの前日、午前中までに
ご予約ください。

お花はイメージです
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ご
持
参

お
越
し

文

字

の
ペ
イ

ン
ト

の
剥

が
れ
、
ス
テ
ン
レ
ス
部
材

な
ど
気

に
な

る
方

は
、

現
地
案
内
所
に
ご
相
談

下
さ
い
。

水
垢
取
り
、
ベ
イ
ン
ト

の
塗
り
替
え
な
ど
、
お
見

積
り
を
い
た
し
ま
す
。

来 *警 黎 来
紫
警
恭
恭
来
※
業
警
※
警
肇
来

彫
刻
に
は
３
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。

墓
誌
の
な
い
石
碑
に
彫
刻
す
る

場
合
、
工
事
前
に
精
抜
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
名
義
人
が
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
場
合
、
名
義
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

現
地
案
内
所
ま
で
ご
連
絡

下

さ
い
。 巫炒クな暴ヱレグ晰笏しよ輩

来*来 *業
黎

墓
石
の
水
垢
汚
れ
や

警
*
来
*
*
来
*
*
黎
薬

―́   ‐́‐ ― …   黎
難※※警※ *警 警来警警警警※来警警来警来**難 *※ 葉来来来来**擁 藩

一楓

ベイントの剥がれ
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平
成

３０
年

８
月
１５
日
（水
）

９
月
２３
日
（日
・祝
）

１。
月
２７
日
（土
）

Ｈ
月
２３
日
（金
・祝
）

Ｈ
月
２５
日
（日
Ｙ
２６
日
（月
）

平
成

３‐
年

１
月
１
日
（火
・祝
）

１

月

１

日

ｏ
２

日

・
３

日

１
月
１４
日
（月
・祝
）

11:難 ::霧 :機 ,

■警奪難鷲爆:
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龍
谷
寺
年
間
予
一定
●

初
盆
施
食
会
供
養
（
９
時
～
）

盆
施
食
会
法
要
（
１０
時
～
）

秋
分
の
日
　
秋
の
彼
岸
施
食
会
（１０
時
～‐）

道
了
秋
ま
つ
り
　
日
東
バ
ザ
ー
　
　
　
　
　
　
一
一
一●
●
●

水
子
供
養
会
（
１３
時
受
付
開
始

・
１３
時
３。
分
供
養
会
開‐
始
）

龍
谷
寺
　
大
本
山
線
持
寺
参
拝

‐２
月
２
日
（日
）

永
代
供
養
墓
「縁
２
に
し
供
養
会
穴
１３
時
３。
分
～
）

‐２
月
８
日
（土
）

成
道
会
　
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
い
た
日

‐２
月
３‐
日
（月
）

除
夜
の
鐘

打
鐘
（
２３
時
３。
分
か
ら
受
付
）

甘
酒
振
る
舞
い
あ
り
。
打
鐘
を
す
る
方
に
、
幸
福
だ
る
ま
進
呈
。
お
守
り
。絵
馬
販
売
。

元
旦
祈
祷

年
始
挨
拶
　
法
要
申
し
込
み
受
付

成
人
の
日

大
般
若
祈
祷
（
１０
時
～
）

国
土
安
寧
と
す
べ
て
の
人
々
の
士
せ
を
祈
る
大
法
要
で
す
。　

●
■
・

龍
谷
寺
大
般
若
経
５
０
０
巻
を
転
読
し
ま
す
。　
　
　
　
　
●
●

龍
谷
寺
七
福
神
参
り

大
根
と
結
び
昆
布
を
炊
い
て
、
皆
様
に
振
る
舞
い
ま
す
。

２
月
１５
日
（金
）

涅
槃
会

お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
日
。
２
月
の
初
め
か
ら
龍
谷
寺
寺
宝

「涅
槃
図
穴
江
戸
時
代
・應
信
作
）
を
龍
谷
寺
本
堂
で
展
示
し
ま
す
。　
　
　
・

３
月
３‐
日
（日
）

第

２‐
回
芳
桜
茶
会
　
（お
茶
券
は
２
月
頃
か
ら
販
売
）

桜
の
花
が
咲
き
誇
る
龍
谷
寺
境
内
で
一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

水

子
供
養
合

の
ご
案
内

日
時
／
Ｈ
月
２３
日
（金
・祝
Ｙ
●
■
●
●
●
■
一

竹鶴Ｈ喘３。煙付畑議肝肝一一一．

志
納
料
／
５
０
０
０
円

　

　

一●
●
●

回
向
証
（供
物
を
お
渡
し
し
ま
．す
Ｙ
Ｉ

●
宗
旨
、
由示
派
に
関
係
な
く
ご
供
養
い
た
し
ま
す
ｆ
●

一
・

■

水子観音様は龍谷寺の境内南 lElの

道路に面した所にお祀 りしてあり、

いつでもご自由に参拝できま丸

その他、個人でご供養を希望さイじる方‐は

||1籠谷寺へ1直接ご連絡くだす|ヽIIII
I■ 1  80561-72.00121111111

晰

日時/平成30年 10月 27日 (土 )

10時～15時

場所/龍谷寺境内0日東保育園
(日 進市藤島町寺下甲29) 'す

編銀唐ガ憾薔冤 三よ、
結型翼 iよ奎罫電鰤贅
ださいょ

えにし

龍谷寺永代供養墓「縁」のご案内 龍谷寺「盆施食会供養」のご案内
今年も龍谷寺「盆施食会供養」をいたします。

皆様のご来寺をお待ちしています。

日時/平成30年 8月 15日 (水 )

.午前 8時30分 受付開始
9時   初盆施食会供養

10時   盆施食会法要

法要終了後、御供お下がりを先着200名 様に振る

舞います。また、恒例の「梅かき氷」も振る舞いますので、

皆様揃ってお参りください。

鱚凩鰤憑具覆バリ■1言 卜不痰弛鸞塀壕    東ハロウ呵
鑢

動
揚 騒 響

峰
鬱蜀鞣む眸$写巌鞣轟 陵 瘍彪―⑬―鬱

‐当日は世界の恒久平和と人と自然との

共生を祈る祭典「道了大権現採灯大護摩

馨饂誕墓鷺省毀観ぽ
勇壮な和太鼓の合奏をお届けしま丸

龍谷寺永代供養墓「縁Jは 、継承

者がいない方でも、安心して納骨が

できます。

龍谷寺では、三十三回忌まで責任

を持って供養をいたします。春、秋、

お盆などの法要には、ご自由に参加

することができます。

生前のお中込みもお受けします。

納骨は35万円からご相談に応じま

す。永代供養料 のみで、永代使用

料、管理料は不要です。

問い合わせ、お申し込みは日東保育園 80561(72)0459


